
ロ

令
和
７
年
度
東
京
桑
野
会

総
会
開
催
に
あ
た
っ
て

東
京
桑
野
会
副
会
長

佐

藤

重

夫

（七
十
九
期
）

去
る
、
６
月
２８
日
１５
時
３０
分
よ
り
、
本
年
度
の
東
京

桑
野
会
定
期
総
会

・
講
演
会

・
懇
親
会
を
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
会
場
に
つ
き
ま
し
て
は
、
１
昨
年

ま
で
目
自
の
椿
山
荘
、
昨
年
は
目
黒
雅
叙
園
と
ホ
テ
ル

で
開
催
し
て
き
ま
し
た
が
、
昨
今
の
物
価
高
、
特
に
東

京
の
ホ
テ
ル
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
と
相
ま

っ
て
高
騰
を

続
け
て
お
り
、
こ
こ
数
年
で
倍
近
く
に
跳
ね
上
が

っ
て
、

我
々
の
予
算
で
の
開
催
は
、
不
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

役
員
幹
事
会
に
お
い
て
、
再
三
に
わ
た
り
検
討
し
て
い

た
結
果
、
千
代
田
区

一
ツ
橋
の
教
育
会
館
に
あ
る

「喜

山
倶
楽
部
」
に
て
開
催
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
、
逝
去
さ
れ
た
物
故
会
員

へ
の
黙
祷
に
始
ま

り
、
浅
川
章

（７６
期
）
会
長
の
挨
拶
が
あ
り
、
和
田
正

哉

（７７
期
）
副
会
長
が
議
長
に
選
任
さ
れ
、
所
定
の
議

題
を
全
員

一
致
で
議
決
し
ま
し
た
。
会
則
に
つ
い
て
、

一
部
改
正
を
行
い
、
幹
事
に
つ
い
て
は
、
若
手
会
員
、

女
性
会
員
の
会

へ
の
積
極
的
活
動
を
促
す
た
め
、
共
学

に
な

っ
た
‐１７
期
以
降
は
、
各
期
男
女
各
々
１
名
以
上
を

任
命
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

講
演
会
は
、
会
始
ま

っ
て
以
来
の
、
女
性
卒
業
生
渡

辺
エ
リ
カ

（‐１８
期
）
様
に
講
演
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

渡
辺
様
は
、
大
学
卒
業
後
、
書
籍
編
集
者

。
ブ

ッ
ク
ラ

イ
タ
ー
と
し
て
多
く
の
書
籍
の
発
行
に
携
わ
り
、
は
た

ま
た
ア
メ
リ
カ
ま
で
行

っ
て
ア
ー
テ
イ
ス
ト
と
し
て
ラ

イ
ブ
と
、　
マ
ル
チ
な
ご
活
躍
な
さ

っ
て
お
り
、
「私
の

人
生
の
切
り
開
き
方
～
無
職
か
ら
書
籍
編
集
者
、
そ
し

て
世
界
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

ヘ
～
」
と
題
し
て
講
演
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
明
確
な
ビ
ジ

ョ
ン
を
持

っ
て
、
戦

略
を
立
て
、
覚
悟
を
も

っ
て
諦
め
ず
に
チ
ヤ
レ
ン
ジ
こ

と
で
母
校
の
開
拓
者
精
神
を
具
現
化
し
て
い
る
こ
と
は
、

我
々
の
人
生
に
触
発
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
大
変
刺
激

を
受
け
ま
し
た
。

懇
親
会
は
、
母
校
よ
り
森
下
陽

一
郎
校
長
、
笠
間
善

裕

（８４
期
）
安
積
桑
野
会
会
長
に
、
来
賓
の
ご
挨
拶
を

賜
り
和
や
か
な
う
ち
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
も
あ
り
、
全
員
着
席
に
て
行

っ
て
お
り
ま
し
た
が
、

今
回
は
、
立
食
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
着
席
で

す
と
、
ど
う
し
て
も
同
期
で
固
ま

っ
て
そ
れ
以
上
の
発

展
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
立
食
で
す
と
、
方
々
で
会
話
の
　
５０

輪
が
で
き
る
の
で

一
段
と
親
睦
、
情
報
交
換
の
場
と
し

て
、
出
席
し
た
甲
斐
が
あ

っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
今
回

は
、
根
本
匠

（８２
期
）
元
厚
生
労
働
大
臣
、
玄
葉
光

一

郎

（９６
期
）
衆
議
院
副
議
長
も
出
席
い
た
だ
き
、
ご
挨

拶
を
頂
き
ま
し
た
。
最
後
は
、
大
谷
真
弘

（８８
期
）
副

会
長
、
女
性
元
応
援
団
長
ら
の
指
導
の
下
、
校
歌
、
応

援
歌
を
斉
唱
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

今
回
の
出
席
者
は
、
昨
年
よ
り
８３
名
と
若
干
上
回
り

ま
い
た
が
、
ま
だ

コ
ロ
ナ
禍
前
の
出
席
者
に
至
て
お
り

ま
せ
ん
。
喜
ば
し
い
こ
と
は
、
卒
業
学
生
が
１
名
出
席

し
た
こ
と
で
す
。　
コ
ロ
ナ
禍
前
は
、
１０
名
以
上
見
込
ま

れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
の
頃
は
、
皆
無
で
し
た
。
来

年
は
、
こ
ち
ら
の
大
学
に
入
学
さ
れ
た
方
は
、
無
料
で

す
の
で
、
是
非
と
も
出
席
頂
け
れ
ば
と
思

っ
て
お
り
ま

す
。
女
性
も
４
名
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ど
こ
も
、

大
学

・
高
校
の
同
窓
会
は
、
若
手

・
女
性
の
参
加
者
の

減
少
に
頭
を
悩
ま
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
、
若
手

・

女
性
の
当
会

へ
の
参
加
を
呼
び
掛
け
る
と
と
も
に
、
会

運
営
の
積
極
的
な
ご
意
見
を
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

っ
て

お
り
ま
す
。


